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水稲

　近年は異常気象が頻発し、水稲の収量・品質の変動が大きくなっ
ています。気象変動に強く、令和３年産水稲の安定した収量・品質の
確保を図るため、冬期の準備作業を行いましょう。
１　土づくり
⑴稲わらのすき込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　収穫後に残っている稲わらは、地力を維持し、高めていくための
貴重な有機物です。できる限り焼却などで処分せずに、稲刈り後す
ぐにすき込みます。また、稲わらを搬出する場合は堆きゅう肥を投
入しましょう。
【堆きゅう肥投入の例】
　・牛糞：1～2 ㌧ / 10㌃　・豚糞：0.5～1 ㌧ / 10㌃
⑵けい酸資材の投入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　稲は「けい酸植物」とも言われ、多量のけい酸分を必要とします。
冬期の耕うん前にけい酸資材を散布し、稲わら等と同時にすき込
み、収量・品質の向上を図りましょう。倒伏が心配される田では、特
に積極的に使用しましょう。
【けい酸資材投入の例】
　・農力アップ けい酸 Plus＋：60 ㌔ (3袋) / 10 ㌃

２　寒起こし（田起こし）
　農閑期の耕うんは土壌中の有機物の分解を促すため地力の向上

につながるほか、多年生雑草（クログワイ、オモダカ）の塊茎を枯死
させるなど雑草防除にも有効です。
　また、スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）に対して越冬貝を駆除
する効果があるため、昨年被害があった水田では、今冬に次の対策
を実施しましょう。

【スクミリンゴガイ　冬期対策】
◆冬期耕うん（発生した水田では必ず実施）
　厳寒期（１～２月）、土壌が乾いた状態で作業すると効果的です。
トラクターの走行速度を遅くし、ロータリーの回転を速め、土壌を
細かく砕くように耕うんしましょう。トラクターを移動する前に泥を
落とすなど、別の水田へ貝を持ち込まないようにしましょう。
◆冬期水路泥上げ（発生量が多い場合に実施）
　用排水路の泥上げは越冬場所を無く
し、冬期の低温にさらすことにより越冬貝
を減らす効果が期待できます。殺貝効果
が高い厳寒期に実施し、掘り上げた泥は
スクミリンゴガイの発生が見られない田に
持ち込まないよう注意しましょう。また、
局所的な作業ではなく、地域の取り組み
として実施すると効果的です。

　イチゴでは、ハダニ類や灰色かび病などの病害虫が発生すると、
草勢の衰えや果実の品質低下を招きます。また、気温が高い日が続
くと、ハダニ類の発生が増加し、被害が懸念されます。1月から3月
は、曇雨天が続くと灰色かび病や菌核病が多発する可能性があるの
で、注意が必要です。

■ハダニ類
　ハダニ類は、気温が低くなる厳寒期は増殖スピードが遅くなりま
すが、ハウスの出入口や暖房機周辺は、温度上昇により、スポット
的に増殖しやすくなります。寄生密度が高まると、葉の表面に艶が
なくなり、葉の裏はカスリ状の症状を呈した後、葉や果梗などにクモ
の巣状の巣網を張って群生し、薬剤散布しても散布液がハダニ類に
付着しにくいため、十分な防除効果が期待できません。

　収穫の端境期で寄生密度が低い1月中下旬や、収穫量が増える前
の2月下旬から3月上旬に、黄化した葉やマルチに張り付いた葉を除
去した後、葉裏を中心に防除を実施してください。ハダニ類の発生
状況を把握して防除が遅れないように注意してください。

■灰色かび病
　イチゴの灰色かび病は、果実、茎葉、葉柄、花弁、ガク、果梗など
を侵しますが、特に果実に発生すると褐変または軟化腐敗し、商品
価値が無くなり、著しく減収します。本病の発生適温は15～23℃で
あり、90％以上の多湿条件が72時間以上続くと発病します。灰色
かび病が発病した部位や枯死した部位は、除去してハウス内から持
ち出して処分してください。
　また、ハウス通路に刻んだ稲わらを敷くことで、調湿作用により
灰色かび病の発病抑制が期待できます。かん
水は、日射量に応じた少量・多回数とし、畝か
ら通路へ水が染み出る程度に管理することが
大切です。夜明け前の早朝に葉の縁に水滴が
あれば、かん水量は適量ですので、日射量に応
じた水管理と日中のハウス内の換気により、灰
色かび病の被害を抑えてください。
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イチゴの葉裏に寄生するナミハダニ 多発したハダニ類がクモの巣状の巣網を張った株 枯死した果梗部に発生した灰色かび病

レモンを育ててみよう今月の
テーマ

　レモン類は、柑橘類のなかでは耐寒性が弱いですが、近年は温暖化もあり、栽培
できる地域が広がりました。レモンには周年開花の習性がありますが、5月中旬～下旬
ごろが開花の中心で、すばらしい香りを放つ白色の花が楽しめます。

日光を好むので、庭植えの場所、鉢植えの置き場ともに日当り良好な場所を選びましょう。

用土（鉢植え）

植え付け・植え替え

剪 定

摘 蕾・摘 果

収 穫 時 期

病気と害虫

市販の用土を用いる場合は、赤玉土小粒7～8、腐葉土3～2の配合土を用います。

植え付けの適期は、3月下旬から4月中旬です。植え替えは、根詰まりを防ぎ、通気をよくすることを目的に2～3年に1回
行います。

3月から4月中旬にかけて行います。ただ枝を切り詰めるだけでなく、日当たりを配慮しての整枝が大切です。また、春に
伸びた枝に翌年実をつけるため、結実させたい枝は剪定しないようにしましょう。

レモンは四季咲き性があり、5月、7月、9～11月の年3回ほど花が咲きますが、5月の花を大事にしてしっかりした実に育
てます。７月以降の花は、実になっても大きくなりません。レモンは「1個の実をつけるために25枚の葉が必要」と言われ
ています。葉をつけさせるためにも、乾燥しすぎず適度な湿度を保つ水やりをし、3～10月にかけて肥料を欠かさないよ
うにしましょう。
また、レモンは「隔年結果」という、よく実る年と実らない年を交互に繰り返す性質があります。これを調整するには、付き
過ぎた果実を小さなうちに取ってしまう「摘果」を、8月中に行います。

収穫時期は11月中旬からで、翌年１月頃までに終わらせます。12月の熟した「イエローレモン」はもちろん、11月中の
熟す前の「グリーンレモン」を収穫してもよいでしょう。

レモンの病気で最も気をつけたいのが、「かいよう病」です。トゲや風による擦れによって実や枝に傷がつき、そこに病原
菌が入って発生します。「かいよう病」を防ぐためにも、レモンのトゲを元からカットし、果実のまわりの不要な枝も剪定す
るとともに、5～6月にかけて薬剤防除をすると良いでしょう。このほか、黒星病、灰色かび病などの病気も見られますの
で、早期のうちに薬剤を使用すると安心です。害虫は、アブラムシ、アゲハの幼虫、ミカンハモグリガ（エカキムシ）、カミ
キリムシなどが発生します。ミカンハモグリガは夏芽、秋芽を加害するので、幼木を早く大きくするには、この防除が欠か
せません。
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①水はけのよい土に植え、適度な湿度を保つ
②肥料は年に5回与える　③寒さに弱いので、防寒対策はしっかりと
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